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研
面
究 総会記念講演　「細胞から老化を科学する

―加齢性疾患の新しい見方と治療への期待―」

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
「OTC類似薬」一部保険外し
パブリックコメントへ意見

学校健診後治療調査結果　報告

２面

６面

８面

　

フ
ラ
ン
ス
の
研
究

者
に
よ
る
「
選
挙
に

お
け
る
女
性
の
笑
顔

の
影
響
」
に
関
す
る

最
新
の
報
告
は
興
味

深
い
▼
「
笑
顔
を
見
せ
な
い
女
性

候
補
は
、
男
性
候
補
に
比
べ
て
得

票
率
を
有
意
に
落
と
す
」
つ
ま
り

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
る
と
い
う
。

逆
に
満
面
の
笑
み
を
湛
え
れ
ば
得

票
率
が
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
跳
ね

上
が
る
。
欧
州
で
あ
っ
て
も
、
有

権
者
が
女
性
政
治
家
に
対
し
て

「
親
し
み
や
す
さ
」
や
「
温
和

さ
」
を
無
意
識
に
期
待
す
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
根

強
く
、
笑
顔
が
な
い
だ
け
で
冷

酷
、
傲
慢
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
印
象
を
持
た
れ
や
す
い
こ
と
が

実
証
さ
れ
た
▼
選
挙
に
お
け
る

「
見
た
目
」
の
影
響
力
に
つ
い
て

は
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
ト
ド
ロ

フ
教
授
の
有
名
な
実
験
が
あ
る
。

事
情
を
知
ら
な
い
学
生
に
候
補
者

２
人
の
顔
写
真
を
10
分
の
１
秒
間

だ
け
見
せ
、「
ど
ち
ら
が
有
能
そ

う
か
」
を
直
感
で
選
ば
せ
た
。
こ

の
一
瞬
の
印
象
だ
け
で
選
ば
れ
た

「
有
能
そ
う
な
顔
」
の
主
が
、
実

際
の
選
挙
で
も
70
％
の
確
率
で
当

選
し
て
い
た
。
政
策
で
は
な
く
第

一
印
象
が
投
票
行
動
に
直
結
し
て

い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ

る
▼
さ
て
、
わ
が
高
市
総
理
は
ど

う
か
。
彼
女
は
、
意
識
的
に
口
角

を
上
げ
る
訓
練
を
重
ね
た
こ
と
を

公
言
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
高
市
が

本
気
で
笑
顔
の
研
究
に
取
り
組
ん

だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
結
果
は
、

見
事
に
功
を
奏
し
高
い
支
持
率
を

得
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
特
効
薬

も
使
い
ど
こ
ろ
を
誤
れ
ば
毒
に
な

る
。
英
ア
ス
ト
ン
大
学
の
研
究
で

は
、
笑
顔
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
能

は
適
切
な
文
脈
の
う
え
で
し
か
向

上
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
国
民
に
と
っ
て
不
適
切
な
文

脈
を
繰
り
返
す
限
り
次
は
強
烈
な

し
っ
ぺ
返
し
が
待
っ
て
い
る（
九
）

　

協
会
が
実
施
し
た
２
０
２
６
年

度
県
内
福
祉
医
療
制
度
等
調
査
結

果
が
ま
と
ま
っ
た
。
７
市
町
で
こ

ど
も
医
療
費
助
成
の
内
容
が
改
善

し
、
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
通
院

・
入
院
と
も
無
料
の
自
治
体
が
33

市
町
と
８
割
と
な
っ
た
。
う
ち
30

市
町
は
所
得
制
限
が
な
い
。
16
年

度
に
高
校
生
３
年
生
世
代
ま
で
通

院
・
入
院
と
も
無
料
と
し
て
い
た

自
治
体
は
小
野
市
の
１
自
治
体
の

み
だ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
10
年
間

で
大
き
く
無
料
の
自
治
体
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
助

成
に
つ
い
て
は
、
神
戸
市
以
外
す

べ
て
の
市
町
で
「
中
３
ま
で
通
院

・
入
院
と
も
無
料
」
の
制
度
が
あ

る
。
な
お
、
尼
崎
市
、
豊
岡
市
は

対
象
が
県
の
助
成
対
象
よ
り
狭
い

範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
調
査
の
対
象
期
間
で

は
な
い
が
、
宝
塚
市
が
２
０
２
７

年
７
月
か
ら
、
高
校
生
世
代
の
通

院
へ
の
助
成
を
開
始
す
る
一
方
、

１
歳
以
降
は
低
所
得
者
を
除
き
、

定
額
の
一
部
負
担
金
を
導
入
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
（
前
号
に
北

阪
神
支
部
と
宝
塚
市
長
と
の
懇
談

の
模
様
を
掲
載
）。

21
市
町
が

補
聴
器
購
入
費
助
成

　

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
21
市
町
と
半
数
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
聴
力
低
下
へ
の
早
期

対
応
は
、
認
知
症
の
進
行
を
緩
や

か
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
現

在
の
助
成
金
額
は
購
入
費
用
の
ご

く
一
部
に
と
ど
ま
る
た
め
、
今

後
、
国
・
自
治
体
で
の
制
度
の
創

設
・
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
改
善
は
、
住

民
や
保
険
医
協
会
、
社
会
保
障
推

進
協
議
会
な
ど
の
運
動
を
受
け
、

各
自
治
体
が
努
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
現
し
て
き
た
。

　

一
方
で
国
は
「
ム
ダ
な
受
診
が

増
え
て
医
療
費
が
多
く
な
る
」
と

し
て
、
福
祉
医
療
を
実
施
す
る
自

治
体
に
対
し
、「
国
保
へ
の
補
助

金
削
減
」
と
い
う
「
ペ
ナ
ル
テ

ィ
」
を
課
し
て
い
る
。
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
へ
の
助
成
は
ペ
ナ
ル
テ

ィ
の
対
象
外
と
な
っ
た
が
、
こ
ど

も
に
限
ら
ず
、
国
の
制
度
と
し
て

す
べ
て
の
住
民
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
、
窓
口
負
担
引
き
下
げ
、

そ
し
て
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
保
険
医
協
会
は
、

署
名
や
学
習
会
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
患
者
負
担
の
軽
減
を
訴
え
続

け
て
い
く
。

2026年度福祉医療費＋補聴器助成調査2026年度福祉医療費＋補聴器助成調査

うち所得制限なし30市町に
高３高３ままでで無料33市町に拡大無料33市町に拡大

※本号４～５面が高校３年生世代まで無料の自
治体を示したポスターとなっています。また、
各自治体の制度をまとめたパンフレットを本号
に同封しています。追加注文も可能ですので、
各医療機関でご活用ください。追加注文は同封
の注文用紙、または☎078-393-1807まで

10年間で
　30倍に！

所得制限なし
通院・入院とも無料

所得制限あり
入院のみ無料

〈2016年7月1日～〉

※2割負担、4か月目の
　入院から負担なし

無料
通院・入院とも

1市町

高校３年生まで

2016年

〈2026年7月1日～〉

所得制限なし
通院・入院とも無料

所得制限あり
通院・入院とも無料

所得制限なし
入院のみ無料

所得制限なし入院無料
低所得者のみ通院無料

※入院は所得制限なし

無料
通院・入院とも

33市町
入院無料

すべての市町

高校３年生まで

※県より所得要件が厳格

2026年

熊
本
民
医
連
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
健
康
管
理
担
う

熊
本
地
震
被
災
地
訪
問

　

８
月
23
日
、
兵
庫
協
会
・
福
岡
歯
科
協
会
・
大
阪
府
保
険
医
協
同
組

合
は
「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」
で
大
き
な
被
害
が
出
た
熊
本
県
八
代
市

や
氷
川
町
を
訪
問
し
た
。
兵
庫
協
会
の
藤
末
衛
先
生
に
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
熊
本
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
（
民
医
連
）
社
会
医
療
法
人
芳
和

会
看
護
介
護
部
長
・
川
上
和
美
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
。
当
日

は
、
芳
和
会
理
事
長
の
積
豪
英
先
生
、
看
護
師
の
く
わ
み
ず
病
院
・
小

柳
英
里
奈
さ
ん
、
菊
陽
病
院
・
吉
野
真
美
さ
ん
、
水
俣
協
立
病
院
・
小

森
田
百
合
子
さ
ん
に
対
応
い
た
だ
き
、
取
り
組
み
に
同
行
し
た
。

　

７
月
28
日
に
起
こ
っ
た
同
地
震

で
は
八
代
市
や
氷
川
町
な
ど
で
最

大
震
度
７
の
猛
烈
な
揺
れ
に
襲
わ

れ
死
者
38
人
、
重
軽
傷
者
３
８
６

人
、
家
屋
の
全
壊
、
半
壊
、
一
部

損
壊
は
３
万
１
千
軒
を
超
す
。
今

も
２
５
０
０
人
ほ
ど
が
避
難
し
て

お
り
、
壊
れ
た
自
宅
の
横
な
ど
で

車
中
泊
を
す
る
人
も
少
な
く
な

い
。

　

当
日
の
八
代
市
は
38
℃
を
超
す

猛
暑
日
。
熊
本
民
医
連
は
、
同
セ

ン
タ
ー
を
取
り
ま
と
め
る
市
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
の
正
式
な
依
頼

を
受
け
、
家
屋
の
倒
壊
現
場
で
破

損
し
た
家
財
道
具
を
搬
出
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
る
。

　

積
先
生
ら
民
医
連
の
医
療
ス
タ

ッ
フ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
い
く

先
々
に
同
行
し
、
一
人
ひ
と
り
に

冷
え
た
飲
料
水
を
手
渡
し
な
が
ら

健
康
観
察
を
し
、
無
理
せ
ず
業
務

に
当
た
る
よ
う
注
意
を
促
し
な
が

ら
、
様
々
な
状
態
に
対
応
し
て
い

た
。

　

氷
川
中
学
校
で
は
口
腔
清
拭
ま

で
可
能
な
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
濡
れ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
歯
ブ
ラ
シ
、
簡
易

ト
イ
レ
を
熊
本
県
職
員
に
託
し
、

町
全
体
で
２
５
０
人
（
当
時
）
の

避
難
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
要
請
し
た
。
同
町
で
は
８
月

25
日
だ
っ
た
２
学
期
の
始
業
を
９

月
１
日
に
延
ば
し
、
各
教
室
な
ど

で
の
避
難
か
ら
体
育
館
へ
と
移
動

し
て
も
ら
う
よ
う
、
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
な
ど
の
設
置
を
急
い
で
い

た
。

　

楼
門
な
ど
が
倒
壊
し
た
八
代
神

社
・
妙
見
宮
で
は
断
層
の
亀
裂
が

確
認
で
き
た
。
周
辺
の
興
善
寺
町

は
昨
年
の
豪
雨
被
害
に
続
く
被
災

で
、
と
り
わ
け
家
屋
の
倒
壊
な
ど

が
目
立
っ
た
。
過
酷
な
環
境
、
生

活
再
建
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な
こ

と
が
課
題
と
し
て
積
み
上
が
っ
て

い
る
。

　

積
先
生
は
「
八
代
市
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
民
医
連
が
正
式
要
請

を
受
け
て
、
平
日
、
休
日
も
切
れ

目
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
健
康
管

理
を
任
務
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
民
医
連
は
八
代
中
央
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
様
々
な

対
応
を
行
な
っ
て
い
る
。
先
日
も

被
災
者
に
シ
ャ
ワ
ー
を
提
供
し
喜

ば
れ
た
。
他
で
入
院
継
続
で
き
な

く
な
っ
た
患
者
さ
ん
も
菊
陽
病
院

な
ど
で
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
色
々
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

①
八
代
市
社
協
の
松
本
事
務
局
長
か
ら
状
況
を
聞
き
取
る
広
川
恵
一
顧
問（
左
３

人
目
）・
杉
山
正
隆
福
岡
歯
科
協
会
副
会
長
（
左
４
人
目
）
ら
、
②
氷
川
中
学
校

で
物
資
を
託
す
、
③
④
地
震
に
よ
り
倒
壊
し
た
建
物
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
た　

●①

●③

●②

●④
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で
購
入
・
使
用
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
お
り
、
両
者
は
本
質
的
に

異
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
医
療
用
医
薬

品
の
処
方
を
受
け
る
方
」
と
「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購
入
す
る
方
」
と

の
「
公
平
性
」
を
理
由
に
、
医
学

的
に
必
要
な
処
方
へ
追
加
負
担
を

課
す
こ
と
に
は
合
理
性
が
な
い
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
が
診
療
上
必

要
と
判
断
し
て
処
方
し
た
医
薬
品

能登半島地震被災地で「二胡コンサート＆健康講座」

福岡歯科協会と共催で

音楽でいやしのひとときを音楽でいやしのひとときを

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
８
月
９

日
、
福
岡
県
歯
科
保
険
医
協
会
と

と
も
に
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地

・
珠
洲
市
の
高
屋
町
集
会
所
で

「
二
胡
コ
ン
サ
ー
ト
＆
健
康
講

ア
に
つ
い
て
話
題
提
供
し
た
。
司

会
は
森
岡
芳
雄
兵
庫
協
会
副
理
事

長
が
務
め
た
。

　

２
年
前
の
能
登
半
島
地
震
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
高
屋
地
区
に

は
、
１
９
７
０
年
代
に
同
市
寺
家

地
区
と
と
も
に
原
発
建
設
計
画
が

持
ち
上
が
っ
た
が
、
長
年
に
わ
た

る
住
民
の
粘
り
強
い
反
対
運
動
に

よ
り
、
２
０
０
３
年
に
凍
結
さ
れ

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
こ
の
運
動
の

中
心
を
担
っ
た
同
地
区
・
圓
龍
寺

住
職
の
塚
本
真
如
さ
ん
に
兵
庫
協

会
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
実
施
し
て
お
り
、
昨

年
８
月
の
民
族
音
楽
演
奏
に
続
き

２
回
目
と
な
る
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
２
０
２
４
年
８
月
５
日
付
兵
庫

保
険
医
新
聞
掲
載
「『
珠
洲
原

発
』
計
画
反
対
運
動
に
学
ぶ　

人

を
差
別
す
る
原
発
で
な
く
、
平
等

な
社
会
を
」）。

心
に
染
み
入
る
二
胡
の
音
色
を
響
か
せ
る
劉
揚
氏　

珠洲市・高屋地区の仮設住宅住民ら
21人が参加した　

県
内
自
治
体
に
要
請

「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
活
用
し

医
療
機
関
へ
の
財
政
措
置
を

　

協
会
は
、
２
０
２
６
年
度
補
正

予
算
で
重
点
支
援
地
方
交
付
金
が

追
加
措
置
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

同
交
付
金
を
活
用
し
、
医
療
機
関

に
対
す
る
財
政
措
置
を
行
う
よ
う

求
め
る
要
請
書
を
、
７
月
末
に
県

内
全
自
治
体
に
送
付
し
た
。

　

要
請
書
内
容
の
要
旨
は
下
記
の

通
り
。

　

中
東
情
勢
に
よ
る
資
材
不
足
の

影
響
で
、
医
療
機
関
経
営
は
深
刻

さ
を
増
し
、
医
療
資
材
の
価
格
高

騰
に
も
苦
し
め
ら
れ
、
地
域
医
療

を
支
え
る
医
療
機
関
は
限
界
を
迎

え
て
い
る
。

　

当
会
が
４
月
に
行
っ
た
中
東
情

勢
に
よ
る
資
材
不
足
の
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
の
84
・
３

％
が
医
療
材
料
の
供
給
に
支
障
が

あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
特
に
手

袋
や
ガ
ウ
ン
な
ど
感
染
対
策
関
連

が
最
も
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

「
材
料
な
ど
価
格
の
高
騰
が
著
し

く
、
人
件
費
も
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
保
険
点
数
は
下
げ
ら
れ

経
営
に
不
安
が
あ
る
」
な
ど
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
、
閉
院
や
廃
院

を
考
え
る
医
療
機
関
も
多
い
。

　

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
用
い

て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
自
治
体
が

医
療
機
関
に
対
す
る
財
政
措
置
を

実
施
し
て
き
た
こ
と
は
、
医
療
機

関
と
地
域
医
療
の
支
え
と
な
っ
て

い
る
。

　

医
療
機
関
を
取
り
巻
く
昨
今
の

厳
し
い
状
況
と
著
し
く
不
十
分
な

診
療
報
酬
改
定
を
踏
ま
え
る
と
、

引
き
続
き
、
支
援
や
助
成
の
実
施

と
対
象
範
囲
、
規
模
の
拡
充
が
必

要
で
あ
る
。

　

「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
を

活
用
し
、
県
内
の
医
療
機
関
を
対

象
に
し
た
、
諸
物
価
や
人
件
費
の

高
騰
な
ど
に
対
す
る
財
政
措
置
を

実
施
、
拡
充
す
る
こ
と
を
早
急
に

行
う
よ
う
求
め
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
介
護
崩
壊
署
名
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

政
策
・
運
動
・
広
報
委
員
会

本
号
に
署
名
用
紙
・

本
号
に
署
名
用
紙
・

返
信
用
封
筒
同
封

返
信
用
封
筒
同
封

　

介
護
保
険
制
度
開
始
か
ら
26

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
低
く

据
え
置
か
れ
た
介
護
報
酬
の
も

と
、
事
業
所
の
倒
産
・
休
廃
業

は
２
０
２
５
年
に
過
去
最
多
を

更
新
し
ま
し
た
。
介
護
現
場
の

れ
る
制
度
の
実
現
の
た
め
に
は

介
護
報
酬
を
は
じ
め
と
し
た
制

度
の
抜
本
的
な
改
善
が
必
要
で

す
。

　

協
会
で
は
、
保
団
連
や
中
央

社
保
協
の
呼
び
か
け
に
応
え
、

介
護
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上

げ
、
国
庫
負
担
に
よ
る
介
護
従

事
者
の
賃
金
引
き
上
げ
、
利
用

料
の
引
き
上
げ
の
中
止
な
ど
、

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
善
を

求
め
る
請
願
署
名
（
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
介
護
崩
壊
署
名
）
に
取
り

組
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

本
号
に
署
名
用
紙
と
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
で

ご
署
名
の
上
、
ご
返
信
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
広
げ
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
注
文
用
紙
で
署
名
用
紙

を
ご
注
文
い
た
だ
き
、
患
者
さ

ん
に
も
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

厚
労
省
が
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付
の
見
直
し
中
間
と
り
ま
と
め
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
意
見
提
出

「
医
療
機
関
に
新
た
な
負
担
」

「
医
療
機
関
に
新
た
な
負
担
」

　

先
の
国
会
で
決
定
さ
れ
た
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」（
77
成
分
・
１
０
４

２
品
目
）
の
保
険
適
用
除
外
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は
８
月
５
日
に
保
険

除
外
を
適
用
し
な
い
「
配
慮
対
象
」
の
類
型
等
の
中
間
と
り
ま
と
め
案

を
示
し
、
８
月
20
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
協
会
が
提
出
し
た
意
見
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
後
、
秋
ご
ろ
を
め
ど
に
結
論
を
得
る
予
定
と
さ
れ

て
い
る
。

は
、
従
来
ど
お
り
保
険
給
付
の
対

象
と
す
べ
き
で
あ
る
。

２
・
成
分
等
が
同
一
で
あ
れ
ば
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
で
代
替
可
能
と
す
る

考
え
方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る

　

中
間
と
り
ま
と
め
自
身
が
、
医

療
用
医
薬
品
は
「
医
師
の
指
示
に

基
づ
き
使
用
さ
れ
る
」
一
方
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
は
「
患
者
自
身
の
判

断
に
よ
り
使
用
さ
れ
る
」
も
の
で

あ
り
、
使
用
場
面
が
異
な
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
剤
形
、

濃
度
、
含
有
量
、
用
法
等
の
違
い

は
、
患
者
の
年
齢
、
嚥
下
能
力
、

患
部
、
病
態
、
治
療
目
的
、
服
薬

継
続
性
な
ど
に
影
響
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
同
一
成
分
・
同

一
投
与
経
路
で
あ
る
こ
と
だ
け
を

も
っ
て
、
臨
床
上
同
等
に
代
替
で

き
る
と
は
い
え
な
い
。

３
・
制
度
が
複
雑
化
し
、
患
者
負

担
の
有
無
が
医
師
ご
と
に
異
な
る

仕
組
み
と
な
る
こ
と
に
反
対
す
る

　

中
間
と
り
ま
と
め
自
身
が
懸
念

し
て
い
る
「
判
断
基
準
の
複
雑

化
」
と
「
医
師
ご
と
の
判
断
の
ば

ら
つ
き
」
を
、
今
回
の
制
度
設
計

そ
の
も
の
が
生
じ
さ
せ
る
。
医
学

的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
た
処
方
に

つ
い
て
は
原
則
と
し
て
別
途
負
担

の
対
象
外
と
し
、
複
雑
な
例
外
規

定
に
よ
る
線
引
き
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
。

４
・
が
ん
患
者
に
つ
い
て
「
が
ん

治
療
中
」
や
「
が
ん
と
の
関
連

性
」
で
追
加
負
担
の
有
無
を
細
か

く
分
け
る
べ
き
で
は
な
い

　

が
ん
患
者
へ
の
配
慮
は
、
個
々

の
症
状
に
つ
い
て
厳
格
な
因
果
関

係
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
継
続

的
な
診
療
管
理
が
必
要
な
期
間
に

つ
い
て
広
く
適
用
す
べ
き
で
あ

る
。

５
・
地
方
自
治
体
独
自
の
医
療
費

助
成
対
象
者
も
別
途
負
担
の
対
象

外
と
す
べ
き
で
あ
る

６
・
処
置
・
手
術
等
に
伴
う
処
方

を
「
同
日
」「
14
日
分
ま
で
」
に

限
定
す
る
考
え
方
を
見
直
す
べ
き

で
あ
る

７
・「
年
間
お
お
む
ね
50
週
」
を

長
期
使
用
の
要
件
と
す
る
考
え
方

を
撤
回
す
べ
き
で
あ
る

　

医
学
的
必
要
性
は
、
形
式
的
な

処
方
日
数
で
は
な
く
、
患
者
の
病

態
と
治
療
経
過
を
把
握
す
る
医
師

・
歯
科
医
師
の
判
断
を
基
本
と
す

べ
き
で
あ
る
。

８
・
慢
性
・
反
復
性
疾
患
に
使
用

す
る
外
用
薬
に
つ
い
て
、「
毎

日
」「
通
年
」「
重
症
」
な
ど
の
条

件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
原
則
別
途

負
担
と
す
る
考
え
方
を
撤
回
す
べ

き
で
あ
る

９
・
年
齢
、
基
礎
疾
患
、
症
状
、

併
用
薬
等
に
よ
り
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

を
自
己
判
断
で
使
用
す
べ
き
で
な

い
患
者
に
つ
い
て
、
医
師
が
診
察

の
上
で
医
療
用
医
薬
品
を
処
方
し

た
場
合
に
は
、
別
途
負
担
の
対
象

外
と
す
べ
き
で
あ
る

10
・
医
療
機
関
に
新
た
な
判
定
・

記
載
事
務
を
課
す
制
度
設
計
に
反

対
し
、
導
入
前
の
影
響
評
価
を
求

め
る

人
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
一
方
で
、
肝
心

の
処
遇
改
善
は
進
ん

で
お
ら
ず
、
全
産
業

平
均
と
月
８
万
円
以

上
の
賃
金
格
差
が
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
利
用
料
や
施
設
の
居

住
費
・
食
費
の
負
担
が
重
く
、

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
な
い
人
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
利
用
料
の
引

き
上
げ
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
入

居
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
が

実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
人
口
減
少
地
域
を

対
象
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基

準
緩
和
、
保
険
給
付
は
ず
し
が

実
施
さ
れ
、
全
国
一
律
の
介
護

保
険
制
度
が
壊
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
介

護
を
受
け
、
従
事
者
も
尊
重
さ

１
・
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
一
部
保
険

外
療
養
と
し
、
通
常
の
一
部
負
担

金
と
は
別
に
薬
剤
費
の
一
部
を
患

者
負
担
と
す
る
制
度
の
実
施
に
反

対
し
、
撤
回
を
求
め
る

　

医
療
用
医
薬
品
は
、
医
師
・
歯

科
医
師
が
診
察
を
行
い
、
診
断
、

病
態
、
年
齢
、
併
存
疾
患
、
併
用

薬
、
治
療
経
過
等
を
踏
ま
え
て
処

方
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
は
患
者
自
身
の
判
断

「個人保険」団体割引のご案内

協会の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。

ぜひ、ご利用ください。

協会からの自動引落ご利用による、団体割引適用を準備中です。
ぜひご一報ください。

明治安田生命、大樹生命、三井住友海上あいおい生命、
日本生命の個人保険にご加入の皆様へ

アフラックの「がん保険」にご加入の皆様へ

座
」
を
開

催
。
同
地
区

仮
設
住
宅
住

民
ら
21
人
が

参
加
し
、
劉

揚
（
リ
ュ
ウ

・
ヤ
ン
）
氏

に
よ
る
二
胡

の
演
奏
に
聞

き
入
っ
た
。

兵
庫
協
会
の

広
川
恵
一
顧

問
と
福
岡
歯

科
協
会
の
杉

山
正
隆
副
会

長
が
薬
の
副

作
用
や
腹

痛
、
口
腔
ケ

▲本号同封の署名用紙
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演
題
①
の
「
財
政
民
主
主
義
で

国
民
の
保
険
を
守
れ
る
か
」
を
聴

講
。
講
師
の
掛
貝
祐
太
氏
は
ま
だ

33
歳
。
新
進
気
鋭
の
社
会
科
学
者

で
専
門
は
財
政
民
主
主
義
、
と
く

に
ス
イ
ス
の
財
政
民
主
主
義
を
研

究
中
。
九
州
ほ
ど
の
面
積
の
ス
イ

政
治
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
性
に
つ
い
て
取

材
経
験
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
た
高
橋
氏

ス
イ
ス
の
国
民
投
票
を
例
に
意
見
を
政
治
に
反
映

さ
せ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
話
し
た
掛
貝
准
教
授　

樋口裁判長は日本で原発を稼働させる
危険性を語る　　　　　　　　　　　

保
団
連
第

保
団
連
第
5555
回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー　

参
加
記

回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー　

参
加
記

財
政
民
主
主
義
か
ら
考
え
る

国
民
の
医
療
と
税
金

経
営
と
メ
デ
ィ
ア
か
ら
考
え
る

社
会
と
の
向
き
合
い
方

ス
イ
ス
の
直
接
民
主
主
義

か
ら
考
え
る
政
治
参
加

監
事　
　

永
本　
　

浩

理
事　
　

田
渕　
　

光

評
議
員　
　

藤
森　

隆
史

参加記①参加記③

参加記②

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
は
８
月
１
、
２
の
両
日
、
東
京
都
内
で
第
55
回
夏
季
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
。
全
国
の
協
会
・
医
会
か
ら
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
合
わ
せ
て
３
３
８
人
が
参
加

し
、
兵
庫
協
会
か
ら
は
15
人
が
参
加
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ
代
表
取
締
役
会

長
、
中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
会
長
の
広
浜
泰
久
氏
が
「
よ
い
会
社
、
よ
い
経
営
者
、
よ
い
経

営
環
境
を
め
ざ
す
中
小
企
業
家
同
友
会
の
学
び
と
実
践
―
私
と
中
同
協
が
歩
ん
だ
道
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
た
講
座
や
、「
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
い
、
地
域
医

療
を
再
建
す
る
〜
地
域
の
再
建
、
医
療
者
偏
在
な
ど
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ

た
。
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

ス
は
人
口
９
０
０
万
人
の
直
接
民

主
主
義
の
国
で
あ
る
。
代
表
民
主

主
義
の
日
本
と
は
歴
史
風
土
、
人

口
な
ど
全
く
同
じ
で
は
な
い
が
、

国
民
の
国
家
へ
の
対
応
法
に
関
し

て
は
格
好
の
参
考
と
な
る
。
と
く

に
医
療
に
お
い
て
納
税
者
の
意
見

を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
お
金
」
に
色
は
付
い
て
い
な
い

が
、
医
療
・
介
護
の
た
め
や
国
民

福
祉
の
た
め
に
納
税
し
た
金
が
、

軍
事
費
や
役
に
立
た
な
い
公
共
事

業
を
し
た
が
る
政
治
家
の
懐
に
入

る
の
は
論
外
で
あ
る
。

　

ス
イ
ス
で
は
税
金
の
使
い
方
を

直
接
民
主
主
義
と
い
う
国
民
投
票

で
決
定
す
る
。
例
え
ば
動
物
愛
護

の
観
点
か
ら
牛
の
角
を
切
ら
な
い

で
飼
育
す
る
農
家
へ
の
補
助
金

等
、
生
活
の
細
か
い
こ
と
を
発
議

し
て
住
民
投
票
で
国
民
が
決
め

る
。
た
だ
し
州
別
の
投
票
で
過
半

数
に
及
ば
な
い
と
最
終
的
に
却
下

さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
税
金
の
使
い

道
は
民
主
的
に
決
定
し
、
制
度

上
、
財
政
は
国
民
の
代
表
で
あ
る

議
会
が
審
議
、
承
認
し
統
制
す
る

の
が
「
財
政
議
会
主
義
」
で
あ
る

が
、
税
を
め
ぐ
る
争
い
の
歴
史
は

民
主
主
義
の
出
発
点
で
あ
る
。

「
代
表
な
く
し
て
課
税
な
し
」
の

実
例
が
米
国
の
独
立
戦
争
へ
の
転

機
に
な
っ
た
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件

で
あ
っ
た
。
米
国
人
に
政
治
の
代

表
権
が
な
い
の
に
英
国
に
対
し

「
茶
税
」
を
払
う
必
要
は
な
い
と

し
て
茶
箱
を
海
に
投
棄
し
た
。
財

政
は
納
税
者
の
手
に
あ
る
べ
き
で

あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
近
年
の
日
本
は

「
財
政
議
会
主
義
」
が
十
分
に
機

能
し
て
い
な
い
。
巨
額
の
消
費
税

は
打
ち
出
の
小
槌
の
ご
と
く
納
税

者
の
承
諾
も
な
く
自
由
に
使
わ
れ

　

２
日
目
午
前
中
は
、
掛
貝
氏
の

『
財
政
民
主
主
義
』
を
選
択
し

た
。
三
つ
の
話
題
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
『
も
っ

と
意
見
を
反
映
し
ま
く
る
政
治
の

あ
り
方
だ
っ
て
あ
る
』
に
つ
い

て
、
自
分
の
経
験
を
含
め
て
述
べ

た
い
。

　

ス
イ
ス
の
事
例
に
お
け
る
直
接

民
主
主
義
が
紹
介
さ
れ
た
。
ス
イ

ス
の
国
民
投
票
は
、
年
４
回
、
１

回
に
２
〜
３
の
案
件
に
つ
い
て
行

わ
れ
て
い
る
。
同
性
愛
者
へ
の
差

別
の
刑
罰
化
（
可
決
）
や
、
興
味

津
々
だ
っ
た
の
は
、
動
物
愛
護
的

な
観
点
か
ら
牛
の
角
を
切
ら
な
い

で
飼
育
す
る
農
家
へ
の
補
助
金

（
否
決
）
な
ど
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
ス
イ
ス
の
直
接
民
主
主
義

が
強
く
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
講

演
後
の
質
疑
で
の
、「
こ
れ
を
日

本
で
導
入
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ

う
か
？
」
だ
っ
た
。

　

実
は
、
講
演
冒
頭
で
、「
私
の

参
加
に
よ
り
、
変
え
て
ほ
し
い
社

会
現
象
が
少
し
変
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
思
う
人
の
割
合

が
、
日
本
で
は
８
・
５
％
と
米
国

32
・
５
％
や
韓
国
16
・
８
％
な
ど

と
比
べ
て
圧
倒
的
に
低
い
と
説
明

さ
れ
た
。

　

私
自
身
、
ス
イ
ス
の
ル
ッ
ツ
ェ

ル
ン
と
い
う
中
規
模
の
町
に
１
週

間
滞
在
し
て
空
手
道
場
に
通
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
似
た
経
験
を
Ｎ
Ｙ

Ｃ
で
も
し
た
の
だ
が
、
ル
ッ
ツ
ェ

ル
ン
の
道
場
生
の
気
質
は
明
ら
か

に
異
な
っ
た
。
愛
想
笑
い
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
真
面
目
に
政
治
論
議

す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
鉄
道
移

動
し
て
も
、
町
と
町
と
の
間
は
険

し
い
山
々
で
人
が
住
ん
で
い
る
よ

う
に
は
思
え
な
い
。
第

一
言
語
は
様
々
だ
し
、

ル
ー
ツ
が
異
な
っ
て

も
、
同
じ
町
・
同
じ
国

に
住
む
も
の
同
士
の
連

帯
感
を
感
じ
た
。
我
々

が
見
習
う
べ
き
こ
と
は

多
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

８
月
１
日
土
曜
日
、
35
度
を
超

え
る
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
東
京
で

開
催
さ
れ
た
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
た
。
千
葉
県
で
父
親

が
創
業
し
た
缶
パ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー

の
現
会
長
で
あ
る
広
浜
氏
の
講
演

で
は
、
二
代
目
経
営
者
と
し
て
の

経
験
と
、
中
小
企
業
経
営
に
対
す

る
考
え
方
を
伺
っ
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

「
社
員
に
対
す
る
責
任
」
や
「
何

の
た
め
に
経
営
す
る
の
か
」
を
常

に
考
え
な
が
ら
経
営
し
て
き
た
と

い
う
姿
勢
で
あ
る
。
経
営
者
団
体

で
あ
る
中
小
企
業
家
同
友
会
に
も

参
加
し
、
経
営
者
同
士
が
学
び
合

い
、
よ
り
良
い
会
社
、
よ
り
良
い

経
営
、
よ
り
良
い
経
営
環
境
を
目

指
し
て
い
る
と
い
う
話
に
も
共
感

し
た
。

　

ま
た
、
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
創
業
者
の

「
自
分
の
し
た
こ
と
で
人
が
喜
ん

で
く
れ
る
と
う
れ
し
い
。
人
が
喜

ん
で
く
れ
る
こ
と
を
、
最
も
効
率

的
な
仕
組
み
で
行
う
の
が
経
営
」

と
い
う
言
葉
を
紹
介
さ
れ
、
経
営

者
と
し
て
の
義
務
感
が
「
人
の
喜

び
」
へ
と
大
き
く
転
換
し
た
と
い

う
話
が
心
に
残
っ
た
。

　

社
会
性
・
人
間
性
・
科
学
性
を

重
視
し
、
社
員
を
大
切
に
し
な
が

ら
生
産
性
向
上
に
も
取
り
組
む
姿

勢
は
、
近
江
商
人
の
「
三
方
よ

し
」
に
も
通
じ
る
も
の
を
感
じ

た
。
開
業
医
と
し
て
自
分
も
、
人

を
大
切
に
し
な
が
ら
医
院
を
経
営

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
た
。

　

翌
８
月
２
日
は
朝
日
新
聞
編
集

委
員
の
高
橋
純
子
氏
に
よ
る
「
メ

デ
ィ
ア
と
政
治
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
を
拝
聴
し
た
。「
ウ
ォ
ッ

チ
ド
ッ
グ
」
と
い
う
言
葉
を
切
り

口
に
、
権
力
を
監
視
す
る
メ
デ
ィ

ア
の
役
割
や
、
政
治
と
報
道
の
関

係
に
つ
い
て
の
話
で
あ
っ
た
。

　

歴
代
政
権
や
首
相
の
取
材
経
験

を
交
え
た
内
容
は
興
味
深
か
っ
た

一
方
、
２
世
議
員
で
も
な
く
日
本

で
初
め
て
の
女
性
総
理
大
臣
で
あ

る
高
市
氏
に
対
し
て
は
厳
し
い
評

価
で
あ
り
、
同
じ
女
性
だ
か
ら
評

価
す
る
と
は
な
ら
な
い
の
だ
と
感

じ
た
。

　

高
校
時
代
に
「
天
声
人
語
」
を

読
み
、
大
学
時
代
に
は
中
国
報
道

に
関
す
る
後
に
捏
造
で
あ
っ
た
書

籍
を
読
ん
だ
経
験
を
思
い
出
す
一

方
、
現
在
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
触

れ
る
機
会
が
大
幅
に
減
っ
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
。
二
つ
の
講
演
を
通

じ
、
経
営
と
社
会
、
そ
し
て

情
報
と
の
向
き
合
い
方
に
つ

い
て
、
多
く
の
気
づ
き
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

協
会
も
参
加
す
る
「
原
発
を
な

く
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す

る
兵
庫
の
会
」
が
主
催
す
る
映
画

「
陽
な
た
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
―
フ

ク
シ
マ
と
希
望
―
」
の
上
映
と
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
中
央
区
内
で
開

催
さ
れ
、
計
１
６
１
人
が
参
加
し

た
。
協
会
か
ら
は
森
岡
芳
雄
環
境

・
公
害
対
策
部
長
、
法
西
浩
同
部

員
、
松
岡
泰
夫
評
議
員
が
参
加
し

た
。

　

映
画
は
、
原
発
事
故
で
荒
れ
果

て
た
福
島
県
二
本
松
市
を
舞
台

に
、
放
棄
地
を
再
生
し
な
が
ら
農

業
や
畜
産
に
取
り
組
む
人
々
を
描

い
た
作
品
で
あ
る
。
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
の
下
で
農
業
を
行
う
「
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
営
農
型

太
陽
光
発
電
）」
を
通
じ
、
農
業

と
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
地
域
再

生
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

る
。

　

主
人
公
の
近
藤
恵
さ
ん
は
、
原

発
事
故
後
、
大
豆
や
米
か
ら
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
、
農
業
を
続

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、

Ｊ
Ａ
の
臨
時
職
員
と
し
て
、
出
荷

停
止
と
な
っ
た
米
を
焼
却
処
分
す

る
作
業
に
携
わ
り
、
よ
く
知
る
生

産
者
の
米
袋
も
処
分
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
経
験
が
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
、
大
内
督
さ
ん
は
「
原

発
に
苦
し
め
ら
れ
た
分
、
今
度
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
形
で
見
返
し

た
い
」
と
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
を
開
始
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
抱
え
た
人
々
が
仲
間
と
な

り
、
ぶ
ど
う
栽
培
や
牛
の
飼
育
、

小
麦
の
作
付
け
な
ど
、
農
業
と
売

電
を
組
み
合
わ
せ
て
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
む
姿
が
描
か
れ
た
。

　

ま
た
、
映
画
で
は
龍
谷
大
学
教

授
の
大
島
堅
一
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
じ
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

約
95
％
が
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
で
あ

る
こ
と
や
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
制
度
上
の
課
題
が
紹
介
さ

れ
た
。

　

農
林
水
産
省
は
、
パ
ネ
ル
の
下

で
農
業
を
続
け
る
た
め
に
収
量
を

前
に
は
、
映
画
に
も
出
演
し
て
い

る
元
裁
判
長
の
樋
口
英
明
氏
が

「
大
飯
原
発
を
止
め
た
裁
判
の
判

決
理
由
」
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し

た
。
氏
は
日
本
の
国
土
面
積
は
世

界
の
約
０
・
25
％
に
す
ぎ
な
い
一

方
、
世
界
の
原
発
の
約
１
割
が
集

中
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
世
界

一
の
地
震
大
国
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
原
発
の
耐
震
性
は
低

く
、
３
・
11
を
経
験
し
、
原
発
事

故
の
危
険
性
を
知
っ
た
者
と
し
て

責
任
は
重
い
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
福
島
第
一
原
発
事
故

の
損
害
額
は
約
25
兆
円
で
、
東
京

電
力
の
年
間
利
益
約
２
５
０
０
億

円
の
約
１
０
０
年
分
に
相
当
す
る

と
説
明
。
東
海
第
二
原
発
で
同
規

模
の
事
故
が
起
き
た
場
合
に
は
約

６
６
５
兆
円
の
損
害
が
想
定
さ
れ

る
と
し
、
国
民
と
国
土
を
守
る
た

め
に
、
国
民
の
人
権
を
深
刻
に
、

広
範
囲
に
侵
害
す
る
原
発
を
止
め

ね
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
た
。

て
い
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
東
ア
ジ

ア
（
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
）
の
人

民
は
巨
額
の
租
庸
調
を
搾
取
さ

れ
、
何
の
同
意
も
な
く
戦
争
や
宮

邸
増
築
に
使
わ
れ
た
。
２
５
０
０

年
前
の
論
語
（
泰
伯
編
）
に
は

「
民
は
由
ら
し
む
べ
し
、
知
ら
し

む
べ
か
ら
ず
（
民
可
使
由
之
、
不

可
使
知
之
）」
と
あ
る
。
ま
た
江

戸
時
代
の
封
建
日
本
で
も
国
民
に

法
律
を
教
え
て
も
理
解
で
き
な

い
、
一
方
的
に
法
律
（
施
政
方

針
）
を
守
ら
せ
れ
ば
よ
い
と
考
え

て
い
た
が
そ
の
考
え
方
は
い
ま
だ

残
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

Gettysburg address

の
人
民

の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め
の
政

治
が
真
の
民
主
主
義
国
。
人
口
の

少
な
い
ス
イ
ス
の
ご
と
く
直
接
民

主
主
義
は
日
本
で
は
無
理
だ
が
、

掛
貝
先
生
の
述
べ
た
ご
と
く
、
国

民
は
税
金
の
使
い
道
に
対
し
て
可

視
化
を
要
求
し
、
住
民
参
加
型
の

予
算
決
定
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
。
先
生
が
述
べ
る
に
は
「
闘と

う

議ぎ

民
主
主
義
」
と
し
て
対
立
点
を
重

視
し
、
政
治
の
場
に
引
き
出
す
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
。
そ
う
い
え

ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
野
党
と
与
党
が

国
会
で
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
っ

て
い
る
。
筆
者
が
思
う
に
日
本
の

国
会
は
頭
の
良
い
狡
猾
な
官
僚
の

書
い
た
コ
ピ
ペ
を
政
治
家
（
屋
）

が
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
を
通
し
て
読
む

だ
け
で
は
な
い
か
。
国
民
の
血
税

の
使
い
方
は
内
閣
闘
議
か
ら
闘
議

民
主
主
義
へ
返
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
国
民
（
市
民
）

自
身
が
判
断
す
る
た
め
に
、
情
報

回
路
（process

）
が
必
要
で
あ

る
。
ス
イ
ス
の
直
接
民
主
主
義
は

今
後
の
真
の
民
主
国
家
に
な
る
た

め
１
つ
の
参
照
点
に
な
る
と
掛
貝

氏
は
述
べ
て
い
た
。
今
後
の
日
本

の
医
療
行
政
に
も
多
く
の
示
唆
を

与
え
た
。
税
金
を
払
っ
た
民
の
た

め
に
医
療
は
あ
る
。
税
金
の
使
い

道
を
監
視
し
よ
う
。

「
原
発
な
く
す
会
」が「
陽
な
た
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」上
映
会

原
発
事
故
か
ら
の
地
域
再
生
と

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

地
域
平
均
よ
り
20

％
以
上
下
回
ら
な

い
こ
と
を
求
め
て

い
る
が
、
天
候
に

よ
る
減
収
も
あ

り
、
こ
の
基
準
が

普
及
の
ハ
ー
ド
ル

に
な
っ
て
い
る
と

氏
は
説
明
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
午
前
・

午
後
の
２
回
上
映

の
間
に
は
「
原
発

を
な
く
そ
う
昼
パ

レ
ー
ド
」
を
実

施
。
午
後
の
上
映
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「要受診」でも医療につながらない　子どもの高い未受診率

背景に「貧困・時間・情報」の格差
２
０
２
５
年
度
兵
庫
県
内
学
校
健
診
後
治
療
調
査
結
果

２
０
２
５
年
度
兵
庫
県
内
学
校
健
診
後
治
療
調
査
結
果

　

協
会
は
、
県
内
の
全
小
中
高
校
・
特
別
支
援
学
校
を
対
象
に
、
学

校
健
診
で
要
受
診
と
な
っ
た
児
童
・
生
徒
の
受
診
状
況
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
ネ
ッ
ト
依
存
の
影
響
な
ど
を
尋
ね
る
「
２
０
２
５
年
度
医

科
・
歯
科
学
校
健
診
後
治
療
調
査
」
を
実
施
し
た
。
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
に
よ
る
全
国
調
査
の
一
環
で
、
県
内
１
４
１
５
校
の
う
ち

79
校
か
ら
回
答
を
得
た
（
回
答
率
５
・
６
％
）。
７
月
16
日
に
は
報

道
機
関
向
け
報
告
会
を
開
催
し
、
神
戸
新
聞
は
７
月
23
日
、「
学
校

健
診
で
『
要
受
診
』
で
も
医
療
機
関
に
行
か
ず　

兵
庫
の
未
受
診
率

全
国
上
回
る
」
と
１
面
で
報
じ
た
。

学
校
健
診
で
の「
発
見
」と

「
治
療
」に
大
き
な
断
絶

　

調
査
で
は
、
要
受
診
と
判
定
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後

医
療
機
関
の
受
診
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
子
ど
も
が
多
い
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
未
フ
ォ
ロ
ー
率

は
歯
科
健
診
で
74
・
７
％
、
視
力

検
査
で
73
・
０
％
、
耳
鼻
科
健
診

で
73
・
４
％
に
上
っ
た
（
図

１
）。
全
国
調
査
で
も
歯
科
66
・

８
％
、
視
力
66
・
４
％
、
耳
鼻
科

57
・
２
％
で
、
学
校
健
診
で
健
康

課
題
を
「
発
見
」
し
て
も
、
そ
の

後
の
「
治
療
」
に
つ
な
が
ら
な
い

断
絶
は
全
国
共
通
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
健
診
そ
の
も
の
を
欠

席
し
た
児
童
・
生
徒
へ
の
フ
ォ
ロ

ー
も
不
十
分
だ
っ
た
。
欠
席
後
に

別
途
健
診
・
受
診
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
割
合
は
、
歯
科
62
・
３

％
、
眼
科
62
・
０
％
、
耳
鼻
科
63

・
３
％
、
そ
れ
ぞ
れ
14
・
８
％
、

18
・
１
％
、
16
・
６
％
は
そ
の
後

の
把
握
も
で
き
て
い
な
か
っ
た

（
図
２
）。
健
診
で
「
発
見
さ
れ

た
子
ど
も
」
だ
け
で
な
く
、「
健

診
か
ら
漏
れ
た
子
ど
も
」
も
医
療

に
つ
な
が
り
に
く
い
。

　

内
科
、
心
臓
検
査
、
尿
検
査
、

皮
膚
科
、
運
動
器
検
診
な
ど
で

も
、
検
査
数
値
等
か
ら
明
ら
か
に

受
診
が
必
要
な
の
に
未
受
診
と
な

り
、
保
健
室
へ
の
相
談
や
困
難
事

例
が
あ
っ
た
学
校
は
11
・
４
％
に

上
っ
た
。
頭
痛
、
ア
ト
ピ
ー
、
肥

満
・
や
せ
、
尿
検
査
異
常
、
心
の

問
題
、
学
校
生
活
管
理
指
導
表
が

更
新
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。
自
覚
症
状
が
乏
し
い

疾
患
で
は
家
庭
に
受
診
の
必
要
性

が
伝
わ
り
に
く
く
、
未
受
診
が
学

校
生
活
の
安
全
管
理
に
も
影
響
し

て
い
る
。

口
腔
崩
壊
、視
力
・
聴
力
の
問
題
が

学
校
生
活
に
も
影
響

　

歯
科
で
は
、
口
腔
崩
壊
の
児
童

・
生
徒
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た

学
校
が
26
・
９
％
に
上
っ
た
（
図

３
）。
具
体
的
に
は
「
む
し
歯
が

10
本
以
上
あ
る
」
ケ
ー
ス
が
20
件

あ
り
、
真
っ
黒
に
な
っ
た
歯
や
低

学
年
か
ら
口
腔
崩
壊
が
始
ま
っ
て

い
る
事
例
も
報
告
さ
れ
た
。
口
腔

崩
壊
は
、
食
事
や
会
話
、
睡
眠
、

集
中
、
対
人
関
係
な
ど
子
ど
も
の

生
活
全
体
に
影
響
す
る
。
む
し
歯

の
平
均
本
数
が
減
少
す
る
一
方
、

重
症
化
し
た
子
ど
も
が
取
り
残
さ

れ
る
「
健
康
格
差
」
が
浮
か
び
上

が
っ
た
。

　

眼
科
・
視
力
分
野
で
は
、
要
受

診
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
受
診
と
な

り
、
学
校
生
活
上
の
困
難
が
生
じ

た
と
回
答
し
た
学
校
が
５
・
１
％

あ
っ
た
。「
最
前
列
で
も
文
字
が

見
え
な
い
」「
メ
ガ
ネ
が
必
要
と

診
断
さ
れ
て
も
作
ら
な
い
・
か
け

な
い
」「
板
書
に
時
間
が
か
か

る
」
な
ど
、
未
受
診
が
学
習
上
の

不
利
益
に
直
結
す
る
事
例
が
挙
げ

ら
れ
た
。
耳
鼻
科
・
聴
力
で
も
３

・
８
％
の
学
校
が
困
難
事
例
を
経

験
し
、
聞
こ
え
の
状
態
が
分
か
ら

ず
座
席
配
置
に
困
る
な
ど
、
学
校

側
が
医
療
的
判
断
材
料
を
持
た
な

い
ま
ま
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

視
力
や
聴
力
の
問
題
は
、
本
人

が
自
覚
し
に
く
い
場
合
も
あ
る
。

受
診
に
よ
っ
て
眼
鏡
の
作
成
や
治

療
、
学
校
で
の
具
体
的
な
配
慮
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
、

未
受
診
の
ま
ま
で
は
、
黒
板
が
見

え
な
い
、
指
示
を
聞
き
逃
す
、
授

業
に
つ
い
て
い
け
な
い
と
い
っ
た

不
利
益
が
「
本
人
の
努
力
不
足
」

と
受
け
止
め
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
学
校
健
診
を
単
な
る
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
で
終
わ
ら
せ
ず
、
必
要

な
医
療
や
学
習
上
の
配
慮
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

「
理
解
不
足
」は

親
だ
け
の
責
任
で
は
な
い

　

未
受
診
の
背
景
と
し
て
学
校
が

挙
げ
た
家
庭
状
況
で
は
、「
理
解

不
足
」
が
51
・
９
％
と
最
も
多

く
、「
無
関
心
」
34
・
２
％
、「
共

働
き
」
32
・
９
％
、「
ひ
と
り
親

家
庭
」
22
・
８
％
、「
経
済
的
困

難
」
15
・
２
％
と
続
い
た
（
図

４
）。
し
か
し
、「
理
解
不
足
」

「
無
関
心
」
を
単
に
保
護
者
個
人

の
責
任
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は

な
い
。

　

自
由
記
述
で
は
、
保
護
者
の
多

忙
、
保
険
証
が
な
い
、
家
族
の
病

気
、
土
曜
登
校
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
を
連
れ
て
受
診
す
る
困
難
、

文
書
料
負
担
、
歯
科
治
療
へ
の
恐

怖
、
塾
や
習
い
事
で
時
間
が
な

い
、
受
診
の
必
要
性
が
十
分
伝
わ

っ
て
い
な
い
な
ど
多
様
な
事
情
が

寄
せ
ら
れ
た
。
共
働
き
や
ひ
と
り

親
家
庭
で
は
、
生
活
を
維
持
す
る

た
め
の
長
時
間
労
働
が
受
診
へ
の

付
き
添
い
時
間
を
奪
う
。
経
済
的

困
難
も
医
療
費
だ
け
で
な
く
、
交

通
費
、
眼
鏡
や
補
聴
器
代
、
通
院

の
た
め
に
仕
事
を
休
む
損
失
に
及

ぶ
。
未
受
診
の
根
底
に
は
、
親
の

い
、
交
通
費
や
眼
鏡
代
な
ど
を
負

担
で
き
な
い
、
受
診
の
必
要
性
を

理
解
す
る
情
報
が
届
か
な
い
と
い

っ
た
障
壁
が
残
る
。
必
要
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
条
件
そ
の
も
の
を

整
え
る
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
依
存

４
割
の
学
校
で
支
障

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ネ
ッ
ト
依

存
で
学
校
生
活
に
支
障
を
来
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
が

「
い
る
」
と
回
答
し
た
学
校
は
41

・
８
％
、
人
数
で
は
３
２
９
人
に

上
っ
た
。「
把
握
し
て
い
な
い
」

学
校
も
24
・
１
％
あ
っ
た
。
夜
遅

く
ま
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ゲ
ー
ム
を
し
て

起
き
ら
れ
ず
遅
刻
・
欠
席
す
る
、

宿
題
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
、
生
活

リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
、
保
健
室
へ
の

頻
回
来
室
、
不
登
校
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

の
誹
謗
中
傷
や
危
険
な
出
会
い
な

ど
、
心
身
の
健
康
、
安
全
、
学
校

生
活
に
幅
広
く
影
響
す
る
事
例
が

報
告
さ
れ
た
。

　

全
国
調
査
で
も
、
学
校
生
活
に

支
障
を
来
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

が
「
い
る
」
と
し
た
学
校
は
46
・

２
％
、
実
数
で
８
４
１
５
人
に
上

っ
た
一
方
、「
把
握
し
て
い
な

い
」
学
校
も
29
・
５
％
あ
っ
た
。

表
面
化
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
さ

ら
に
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
問
題
を
「
本
人
の
使

い
方
」「
家
庭
の
し
つ
け
」
だ
け

に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

親
の
長
時
間
労
働
や
低
収
入
、
不

安
定
な
雇
用
、
ひ
と
り
親
の
孤

立
、
家
族
の
病
気
な
ど
で
家
庭
に

見
守
る
余
裕
が
な
い
中
、
ス
マ
ホ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
子
ど
も
の
逃
避
先
や

居
場
所
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。
利
用
制
限
や
啓
発
だ
け
で

は
な
く
、
家
庭
支
援
、
生
活
支

援
、
相
談
体
制
、
学
校
と
医
療
・

福
祉
の
連
携
が
必
要
だ
。

貧
困
に
よ
っ
て
医
療
か
ら

取
り
残
さ
れ
る
子
ど
も
な
く
そ
う

　

今
回
の
調
査
が
示
し
た
最
大
の

問
題
は
、
学
校
健
診
が
健
康
問
題

を
発
見
す
る
入
口
と
し
て
機
能
し

て
い
て
も
、
そ
の
先
の
受
診
・
治

療
ま
で
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

だ
。
健
診
で
異
常
が
見
つ
か
っ
て

も
、
家
庭
に
時
間
、
お
金
、
情

報
、
付
き
添
い
の
余
裕
が
な
け
れ

ば
医
療
に
は
つ
な
が
ら
な
い
（
図

５
）。

　

子
ど
も
の
未
受
診
を
「
親
の
努

力
不
足
」「
自
己
責
任
」
と
せ

ず
、
家
庭
の
貧
困
や
時
間
的
制
約

を
含
む
社
会
的
問
題
と
し
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
。
賃
金
の
引
き
上

げ
や
長
時
間
労
働
の
緩
和
、
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
、
健
診
欠
席
児

童
へ
の
確
実
な
フ
ォ
ロ
ー
、
学
校

と
医
療
機
関
・
行
政
の
連
携
強
化

な
ど
、
必
要
な
支
援
を
一
体
的
に

進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
子

ど
も
の
健
康
は
家
庭
だ
け
で
守
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
学
校
、
医

療
、
行
政
が
連
携
し
、
受
診
勧
告

後
の
フ
ォ
ロ
ー
と
家
庭
へ
の
支
援

を
切
れ
目
な
く
行
い
、
貧
困
に
よ

っ
て
医
療
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
子

ど
も
を
な
く
す
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

図１　フォロー率
（要受診となった児童・生徒が実際に医療機関を受診した割合）

図２　健診欠席者のフォロー率
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図３　口腔崩壊の児童・生徒が「いる」と回答した学校
（口腔崩壊：むし歯（未処置歯）が10本以上ある、
歯の根しか残っていないような未処置歯が何本もあ
るなど、咀嚼が困難な状態）　　　　　　　　　　

26.9％

73.1％

いる いない

貧
困
、
時
間
的

貧
困
、
健
康
リ

テ
ラ
シ
ー
の
格

差
が
あ
る
。

　

調
査
結
果

は
、
医
療
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
医

療
費
の
有
無
だ

け
で
決
ま
ら
な

い
こ
と
も
示
し

た
。
医
療
費
が

助
成
さ
れ
て
い

て
も
、
保
護
者

が
仕
事
を
休
め

な
い
、
付
き
添

え
る
人
が
い
な

図４　児童・生徒の未受診の要因として関連が深いと思われる家庭状況
（複数回答）

図５　家庭の貧困が医療につながる力を奪っている
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40
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60
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15.2％

22.8％

32.9％

0.0％ 1.3％

34.2％

8.9％

51.9％

7.6％ 10.1％
5.1％

20.3％

経
済
的
困
難

ひ
と
り
親
家
庭

共
働
き

失
業
中

Ｄ
Ｖ

無
関
心

心
身
不
安
定

理
解
不
足

発
達
障
が
い

外
国
ル
ー
ツ

通
え
な
い

そ
の
他

学校検診
要受診
歯科健診で
28.6％

時間がない
お金がない
知識がない

貧困を
自己責任に
しない！ 経済的困難

未フォロー
歯科健診で
74.7％

口腔崩壊
困難事例

口腔崩壊＝26.9％
眼科領域＝5.1％
耳鼻科領域＝3.8％

関係する家庭状況（件）
理解不足 41　　無関心 27

共働き 26　ひとり親 18　経済的困難 12

未フォロー
耳鼻科健診で
63.3％

欠席
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社保協活動で
「見えない貧困」にアプローチを

東灘区社会保障推進協議会が総会
前田達生前田達生のの
ほっこりほっこり
湯 宿 旅湯 宿 旅5454

歯
科
医
療
機
器
譲
渡

◇
口
腔
外
バ
キ
ュ
ー
ム
（
稼

働
式
）、
空
気
清
浄
機
の

小
型
据
置
型
、
高
圧
蒸
気

滅
菌
器
、
各
１
台
、
無
料

で
譲
渡
し
ま
す
。

◇
引
き
渡
し
は
10
月
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、
協
会

☎
078
―
393
―
１
８
０
９
ま
で

「京都花背・美山荘」「京都花背・美山荘」（下）（下）

信
州
の
戦
争
遺
跡
を

め
ぐ
る
旅
（
３
）

文
楽
、は
じ
め
の
一
歩

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

感 想 文 文
化
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
画

　

文
化
部
は
８
月
２
日
、
国
立
文

楽
劇
場
（
大
阪
市
）
で
「
夏
休
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
企
画
・
人
形
浄
瑠
璃

文
楽
・
親
子
劇
場
」
を
開
催
。
文

楽
技
芸
員
に
よ
る
人
形
遣
い
解
説

「
文
楽
っ
て
な
ぁ
に
？
」
に
続

き
、
人
間
に
恋
を
し
た
狐
の
哀
し

い
物
語
「
雪

ゆ
き
は
こ
ん
こ
ん
す
が
た
の
み
ず
う
み

狐
々
姿
湖
」
の
演
目

を
鑑
賞
。
会
員
、
家
族
、
ス
タ
ッ

フ
ら
18
人
（
う
ち
子
ど
も
４
人
）

が
参
加
し
た
。
福
地
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
ご
家
族
の
福
地
秀
平
さ
ん
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

あ
や
つ
り
人
形
げ
き
に
行
く

よ
、
と
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
、
よ

く
分
か
ら
な
い
ま
ま
車
に
乗
っ
て

や
っ
て
き
た
の
が
、
国
立
文
楽
劇

場
。
正
面
玄
関
に
入
る
と
と
て
も

大
き
な
人
形
の
顔
が
あ
り
ま
し

た
。
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
を
借
り
て

ざ
せ
き
へ
。
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な

い
け
ど
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
忍
者
の
よ
う
な
黒

い
い
し
ょ
う
の
人
が
、
ぶ
台
に
出

て
き
て
人
形
の
こ
う
ぞ
う
や
動
か

し
方
を
お
も
し
ろ
く
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
一
体
の
人
形
を
三
人

が
か
り
で
動
か
す
ら
し
く
、
足
役

の
人
は
中
ご
し
み
た
い
な
体
せ
い

で
た
い
へ
ん
そ
う
で
し
た
。
拍
手

の
動
き
だ
け
で
も
人
形
づ
か
い
同

士
の
息
が
ピ
ッ
タ
リ
合
わ
な
い
と

手
が
ず
れ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　

さ
あ
、
げ
き
が
は
じ
ま
る
と
三

味
線
と
太
夫
だ
け
で
ぶ
台
の
音
き

ょ
う
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
い
く

つ
も
の
役
を
一
人
の
太
夫
が
声
を

か
え
て
セ
リ
フ
を
言
っ
た
り
、
雪

が
ふ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
場
面

を
太
鼓
の
音
だ
け
で
表
現
し
て
い

ま
し
た
。
人
形
は
、
さ
っ
き
お
し

え
て
も
ら
っ
た
動
き
で
、
ま
る
で

本
当
に
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。

　

映
画
と
同
じ
く
ら
い
楽
し
く
観

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
川
西
市
・
福
地
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
家
族

福
地　

秀
平
（
小
４
）】

ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
文
楽
人
形

の
首（
か
し
ら
・
左
）の
前
で
記
念
撮
影

員員 稿稿
会 投

（
８
月
５
日
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

最
後
の
訪
問
地
・
松
代
地
下
壕
へ

　

上
山
田
温
泉
近
く
を
抜
け
て
、

犀
川
沿
い
に
北
上
、
松
代
へ
と
向

か
っ
た
。
松
代
地
下
壕
で
は
、
公

式
ガ
イ
ド
の
中
瀬
将
史
さ
ん
（
長

野
県
保
険
医
協
同
組
合
）
が
待
っ

て
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

終
戦
直
前
に
、
陸
軍
大
本
営
と

昭
和
天
皇
の
お
住
ま
い
を
長
野
県

に
移
す
計
画
が
浮
上
し
、
１
９
４

４
年
11
月
か
ら
、
強
制
連
行
し
て

来
た
朝
鮮
の
方
を
含
め
、
粗
悪
な

食
事
と
二
交
代
制
で
、
総
延
長
約

10
㎞
の
地
下
壕
を
突
貫
工
事
で
掘

ら
せ
た
（
写
真
上
）。

　

多
く
の
方
が
、
病
気
や
事
故
で

死
亡
さ
れ
た
が
、
終
戦
直
後
、
証

拠
書
類
一
切
を
焼
き
尽
く
し
た
の

で
、
詳
細
は
不
明
で
、
生
き
残
っ

た
証
人
の
発
言
が
拠
り
所
で
あ
っ

た
。
ゲ
ス
ト
の
お
二
人
も
、「
知

ら
な
か
っ
た
」
と
、
固
い
表
情

で
、
中
瀬
さ
ん
の
説
明
を
熱
心
に

聞
い
て
お
ら
れ
た
。

　

松
代
か
ら
、
北
陸
新
幹
線
長
野

駅
ま
で
の
幹
線
道
路
は
、
結
構
、

渋
滞
し
て
い
た
が
、
予
定
し
て
い

た
特
急
か
が
や
き
号
に
何
と
か
間

に
合
い
、
車
中
の
人
と
な
ら
れ

た
。

お
わ
り
に

　

私
達
、
夫
婦
は
引
き
返
し
て
松

代
で
一
泊
し
、
翌
日
は
越
後
の
難

所
〝
親
不
知
・
子
不
知
〞（
写
真

下
）
を
通
っ
て
、
先
人
の
ご
苦
労

に
想
い
を
馳
せ
つ
つ
、
北
陸
道
、

舞
鶴
道
経
由
で
丹
波
に
帰
着
し
た

が
、
途
中
に
は
神
戸
の
貿
易
商

で
、
上
高
地
の
紹
介
に
尽
力
さ
れ

た
ウ
ェ
ス
ト
ン
さ
ん
の
銅
像
も
建

て
ら
れ
て
い
た
。
日
本
ア
ル
プ
ス

が
、
こ
の
地
ま
で
伸
び
て
い
る
と

最
初
に
証
明
し
た
功
績
だ
と
い

う
。
元
ス
キ
ー
登
山
部
の
私
も
、

80
歳
に
な
っ
て
知
っ
た
史
実
で
あ

る
。

　

憲
法
第
９
条
が
、
現
政
権
下

で
、
戦
後
最
大
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
傘
寿
を
迎
え

ま
し
た
が
、
今
後
も
、
生
あ
る
限

り
、
信
州
の
戦
争
遺
跡
の
紹
介
を

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
関
心
が

お
あ
り
の
方
は
、
お
声
が
け
く
だ

さ
れ
ば
、
出
来
る
限
り
の
サ
ポ
ー

ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
２
０
２
６
・
６
・
２
）

（
お
わ
り
）

　

協
会
神
戸
支
部
が
参
加
す
る
東

灘
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
東

灘
社
保
協
）
は
７
月
16
日
、
第
27

回
定
期
総
会
を
東
灘
区
内
で
開

催
。
加
盟
各
団
体
か
ら
12
人
が
参

加
し
、
25
年
度
活
動
ま
と
め
と
26

年
度
方
針
案
を
承
認
し
、
口
分
田

真
会
長
（
協
会
副
理
事
長
）
ら
役

員
を
選
出
し
た
。

　

口
分
田
先
生
は
あ
い
さ
つ
で

「
利
潤
獲
得
競
争
の
資
本
主
義
が

全
世
界
を
お
お
い
、
そ
の
顛
末
と

し
て
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る
の

が
、
今
の
情
勢
だ
。
現
在
は
平
和

と
社
会
保
障
の
危
機
的
状
態
に
あ

る
。
大
軍
拡
を
ス
ト
ッ
プ
し
平
和

憲
法
を
守
り
活
か
す
政
治
を
実
現

す
る
た
め
、『
つ
な
が
ろ
う
、
つ

な
げ
よ
う
』
を
合
い
言
葉
に
、
さ

演
し
た
。

　

社
会
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門

員
の
資
格
を
持
ち
、
病
院
の
Ｍ
Ｓ

Ｗ
や
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
を
行
っ
て

き
た
中
野
氏
は
ま
ず
、
貧
困
に
つ

い
て
「
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
見

え
な
い
」
問
題
で
あ
り
、
当
事
者

自
身
も
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
が

少
な
く
な
い
と
指
摘
し
、
そ
の
原

因
を
三
つ
に
分
類
。

　

統
計
や
窓
口
の
相
談
件
数
に
表

れ
に
く
い
「
制
度
の
は
ざ
ま
で
み

え
な
く
な
る
層
」、「
こ
れ
く
ら
い

普
通
」
と
受
け
止
め
て
し
ま
う

「
当
事
者
自
身
が
気
づ
い
て
い
な

い
層
」、
窓
口
の
存
在
を
知
ら
な

か
っ
た
り
自
身
が
対
象
と
知
ら
な

い
「
支
援
機
関
に
届
か
な
い
層
」

の
三
つ
の
層
に
よ
り
、
貧
困
層
は

非
常
に
表
れ
づ
ら
く
な
っ
て
い
る

と
具
体
的
な
事
例
を
交
え
な
が
ら

紹
介
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
人
が
実
際
に
ど

の
よ
う
な
生
き
方
を
選
び
取
れ
る

か
と
い
う
「
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
考
え
方
を
紹
介
し
、
安
全

や
健
康
に
加
え
社
会
的
な
つ
な
が

り
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
政
治

参
加
や
労
働
機
会
な
ど
の
「
ケ
イ

パ
ビ
リ
テ
ィ
」
が
奪
わ
れ
て
い
る

状
態
が
貧
困
で
あ
る
と
い
う
見
方

が
重
要
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

　

そ
し
て
、
社
保
協
の
相
談
会
や

学
習
会
、
自
治
体
へ
の
要
求
運
動

な
ど
の
活
動
は
、
そ
の
よ
う
な
人

々
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
見
え
な
い

貧
困
を
可
視
化
し
、
組
織
化
す
る

装
置
と
な
り
う
る
と
、
社
保
協
の

活
動
に
期
待
を
寄
せ
た
。

ら
に
活
動
を
広
げ

よ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

記
念
講
演
は
大

谷
大
学
社
会
学
部

の
中
野
加
奈
子
教

授
が
「
見
え
づ
ら

い
現
代
の
貧
困
と

そ
の
解
決
の
ヒ
ン

ト
」
に
つ
い
て
講

貧困は「見ようとしなければ
見えない」と語る中野氏　　

（
前
号
か
ら
の
続
き
）

　

次
の
一
皿
は
蝸

か
た
つ
む
り牛

＋
牛う

し

蛙が
え
る

＋
菊

芋
＋
香
茸
に
松
の
葉
揚
げ
。
蝸

牛
、
牛
蛙
と
い
わ
れ
身
構
え
た
が

固
め
の
肉
は
自
然
の
味
が
し
た
。

こ
こ
に
栗
の
木
の
楊
枝
が
付
い
て

き
た
。
松
の
葉
揚
げ
は
少
し
食
べ

づ
ら
か
っ
た
が
、
せ
っ
か
く
な
の

で
た
い
ら
げ
た
。

　

焼
物
が
大
悲
山
の
石
を
用
い
た

石
焼
料
理
で
黒
舞
茸
、
猪
、
鰻
、

山
葡
萄
。
牛
や
豚
や
鶏
と
違
っ
て

猪
の
味
は
力
強
く
、
生
臭
さ
は
ほ

と
ん
ど
感
じ
な
か
っ
た
。

　

汁
は
、
も
ち
米
と
蜜
柑
の
皮
を

鶉う
ず
らの

肉
で
巻
き
、
大
豆
が
入
っ
た

か
ら
し
白
味
噌
仕
立
て
。
鶉
の
肉

を
上
手
に
調
理
す
る
と
こ
ろ
に
、

フ
レ
ン
チ
で
修
業
し
た
片
鱗
を
感

じ
た
。

　

魚
の
焼
物
は
鯉
の
鱗
焼
き
＋
鯉

の
卵
（
写
真
上
）。
中
華
料
理
の

鯉
と
は
大
違
い
で
あ
っ
た
。

　

御
飯
は
子
持
ち
鮎
の
へ
し
こ
＋

食
用
菊
の
「
以も

っ

て
の
外ほ

か

菊
」
の
御

飯
。
あ
え
て
鮎
の
へ
し
こ
を
使

用
。
へ
し
こ
は
福
井
県
の
郷
土
料

理
で
、
魚
を
塩
漬
け
し
米
糠
に
漬

け
込
み
１
年
以
上
に
わ
た
り
熟
成

さ
せ
た
発
酵
食
品
。
塩
味
と
旨
み

が
強
い
。

　

水
物
は
赤
す
ぐ
り
の
チ
ッ
プ
、

乳
糜
（
乳
粥
）、
牛
乳
と
お
米
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
洋
梨
の
キ
ャ
ラ

メ
ル
ソ
ー
ス
。
デ
ザ
ー
ト
ま
で

「
和
」
で
あ
っ
た
。

　

最
初
か
ら
最
後
ま
で
ビ
ッ
ク
リ

の
連
続
で
、
ま
さ
し
く
食
の
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
。
充
分
表
現
で
き
る

だ
け
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
が
見
当

た
ら
な
い
。

　

夜
は
ベ
ッ
ド
で
な
く
布
団
だ

が
、
11
月
22
日
は
エ
ア
コ
ン
や
ス

ト
ー
ブ
は
な
く
、
カ
イ
ロ
を
使
用

し
た
。

　

朝
食
は
、
ご
飯
と
水
菜
と
平

茸
。
片
口
の
器
の
中
が
レ
ン
コ

ン
、
ゆ
り
ね
、
銀
杏
の
蒸
し
物
。

一
番
下
に
車
麩
が
敷
か
れ
て
い

る
。
夕
食
は
鮎
の
へ
し
こ
だ
っ
た

が
、
朝
食
は
鯖
街
道
な
ら
で
は
の

鯖
の
へ
し
こ
。
蕪
の
お
み
お
つ

け
。
そ
し
て
大
根
と
揚
げ
と
蒟
蒻

を
炊
い
た
も
の
。
小
松
菜
と
人
参

と
薇

ぜ
ん
ま
い。
薇
は
干
し
た
乾
燥
の
薇
を

戻
し
て
い
る
。
派
手
さ
は
な
い

が
、
日
本
の
朝
食
の
神
髄
が
あ
っ

た
（
写
真
下
）。

　

美
山
荘
は
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ

ド
京
都
・
大
阪
」
に
て
２
０
１
０

年
に
初
め
て
一
つ
星
を
獲
得
し
、

11
年
か
ら
は
二
つ
星
、「
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
京
都
・
大
阪
２
０
２

６
」
に
お
い
て
三
つ
星
へ
と
昇
格

し
、
京
都
で
三
つ
星
を
獲
得
し
て

い
る
「
未
在
」、「
瓢
亭
」、「
祇
園

　

さ
ゝ
木
」
と
い
っ
た
名
店
と
肩

を
並
べ
る
六
軒
の
飲
食
店
の
一
つ

と
な
っ
た
。
京
都
に
新
た
な
三
つ

星
レ
ス
ト
ラ
ン
が
誕
生
す
る
の

は
、
実
に
６
年
ぶ
り
。
四
代
目
主

人
の
中
東
久
人
氏
は
「
自
分
の
進

む
道
は
山
で
し
か
な
い
と
い
う
覚

悟
が
決
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で

す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

美
山
荘
で
の
食
事
は
料
理
だ
け

で
完
結
せ
ず
、
座
敷
に
流
れ
る
時

間
、
窓
の
外
の
景
色
も
体
験
の
一

部
と
な
る
。
中
東
氏
は
、
天
然
の

野
草
に
は
味
の
力
強
さ
と
優
し
さ

が
共
存
す
る
と
語
る
。

　

氏
曰
く
、「
長
年
私
た
ち
は
自

然
に
寄
り
添
い
料
理
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。
山
の
生
態
系
に
配
慮
し

な
が
ら
共
存
し
て
い
ま
す
。
野

草
、
川
魚
、
茸
と
い
っ
た
近
隣
の

素
材
が
主
の
た
め
、
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
野
山

に
自
生
す
る
植
物
を
摘
む
こ
と

で
、
真
の
旬
を
感
じ
て
い
ま
す
」。

【
西
区

前
田　

達
生
】

夕
食
の
鯉
の
鱗
焼
き
と
鯉
の
卵

日
本
の
食
の
神
髄
を
感
じ
ら
れ
る
朝
食

中
瀬
さ
ん
の
説
明
を
聴
く
ゲ
ス
ト

越
後
の
難
所
〝
親
不
知
・
子
不
知
〞
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第58回総会第58回総会
記 念 講 演記 念 講 演
よりより

大阪大学微生物病研究所 分子生物学分野　教授 原　　英二先生講演

細胞から老化を科学する
－加齢性疾患の新しい見方と治療への期待－

「細胞老化」とは何か
　私たちの体を構成する細胞は、い
つまでも分裂を続けられるわけでは
ありません。1960年代に正常なヒト
の細胞を培養すると、一定回数分裂
した後に増殖を停止することが発見
され、 この現象は「細胞老化
（cellular senescence）」と呼ばれる
ようになりました。
　これは、異常が生じた細胞が無制
限に分裂・増殖してがん化すること
を防ぐ、重要ながん抑制機構の一つ
と考えられています。正常なヒト細
胞では、分裂を繰り返すと染色体末
端のテロメアが短くなり、DNA損傷
応答などを介してp21やp16といっ
た細胞周期を停止させる因子が働
き、最終的に増殖を停止します。そ
の後、テロメア短縮だけでなく、酸
化ストレス、放射線、DNA損傷、が
ん遺伝子の活性化など、さまざまな
ストレスによってもp21やp16が働
き、細胞老化に類似した増殖停止が
誘導されることが明らかになりまし
た（図）。

老化細胞には「副作用」がある
　ところが、細胞老化を起こした細
胞（以下、「老化細胞」と呼ぶ）は
単に増殖を止めて静かにしているわ
けではありません。炎症性サイトカ
インやケモカイン、増殖因子など、
さまざまな物質を周囲に分泌しま
す。この性質はSASP（senescence-
associated secretory phenotype）と
呼ばれます。SASPは組織修復など
に役立つ場合がある一方、老化細胞
が長期間残存すると慢性炎症を引き
起こし、周囲の正常な細胞や組織に
悪影響を及ぼす可能性があります。
　実際、加齢に伴って老化細胞が体
内に蓄積することと、がんをはじめ
とするさまざまな加齢性疾患との関
連が明らかになりつつあります。私
たちも、腸内細菌叢と細胞老化との
関係を研究し、加齢に伴って回腸の
パイエル板や孤立性リンパ濾胞の胚
中心Ｂ細胞に細胞老化が起こり、そ
れがIgAの量と質を低下させ、さら
に腸内細菌叢を変化させるという悪
循環が生じることを見いだしまし
た。

　同様に、加齢に伴う胚中心B細胞
の細胞老化は顎下リンパ節でも認め
られます。加齢に伴って口腔細菌叢
も変化することが知られており、私
たちはこうした変化と免疫細胞の老
化との関係についても研究を進めて
います。近年、口腔細菌叢の変化は
大腸がんを含むさまざまな病態との
関連が指摘されており、口腔内環境
を良好に保つことの重要性が改めて
注目されています。
　また最近では、SARS-CoV-２感染
後に生じる細胞老化様の変化が、感
染後も長く続くCOVID-19の後遺症
の一つとして知られる嗅覚障害に関
与する可能性も見いだしています。

老化細胞を除けば若返るのか？
　そこで注目されているのが、老化
細胞を選択的に除去する「セノリテ
ィック薬」です。これまでに20種類
以上の候補が報告されています。私
たちも多数の化合物を比較し、
ABT263やARV825が比較的高い老化
細胞除去活性と選択性を示すことを
見いだしました。ただし、これらは
現時点で加齢性疾患の治療薬として
確立されたものではなく、臨床応用
には有効性と安全性の慎重な検証が
必要です。
　さらに、「老化細胞を除けば除く
ほどよい」と単純に考えることにも
注意が必要です。老化細胞の中には
組織の恒常性維持や修復に役立って
いるものもあり、p16陽性細胞を除
去すると、かえって肝機能が低下
し、寿命が短くなることを示した研
究もあります。したがって、体内の
老化細胞は均一な集団ではなく、有
害な老化細胞と有益な老化細胞を見
分けることが今後の重要な課題で
す。講演でも強調したように、「や
みくもに老化細胞を除去する」こと
には危険性があります。

「除く」だけでなく「生じさせない」
　私たちは、老化細胞を除去する方
法の探索と同時に、なぜ体の中に老
化細胞が生じるのかを明らかにし、
その原因を取り除くことが重要だと
考えています。老化細胞が生じる原
因には、DNA損傷や代謝異常、慢性
炎症、感染、腸内細菌叢の変化など

多様なものがあります。その発生原
因を正確に理解できれば、老化細胞
が蓄積してから除去するのではな
く、老化細胞を生じさせる危険なス
トレスの発生そのものを予防できる
可能性があります。
　細胞老化研究は、単に「不老長
寿」を目指す研究ではありません。
重要なのは、加齢に伴う病気や身体
機能の低下をできるだけ抑え、健康

に生活できる期間、すなわち健康寿
命を延ばすことに繋げるための研究
です。そのためにも、基礎研究で得
られた知見を十分に検証し、安全性
と再現性を確かめながら慎重に医療
へつなげていくことが何より重要だ
と考えています。
（６月21日、第58回総会記念講演よ
り）

図　細胞老化の疾患制御における役割（イメージ図）

もっと便利な積立保険

※サイバー保険、労務トラブルに関する保険もお問い合わせください！

大きくなってさらにお得に

加入者数4万8千人、
積立金総額1兆3千億円

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

非営利だから
コスパが秀逸

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

天災や水漏れによる休業損害も安心

医事紛争リスクに

団体割引でお得

スタッフも加入OK！
※秋は「一時払」の増額受付のみとなります

しっかり増やす貯蓄型保険

介護保険Sasa*L(ササエル)
保険料が断然安い

協会
イチオシ！

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで 資料請求二次元コード

秋の共済募集 好評受付中！秋の共済募集 好評受付中！

兵庫県保険医協会・第35回日常診療経験交流会

ご来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

メインテーマ

日　時　10月25日（日）10時～15時
　　　〈10時～12時：分科会、13時～15時：特別講演〉
【並行企画】展示・ポスターセッション、特産品コーナー、ランチョン企画（12時～13時）
会　場　協会会議室（Web併用）
特別講演 「経済なき道徳は寝言である」
　　　　　 日本赤十字社医療センター　化学療法科部長 

里見　清一（本名：國頭英夫）先生
　医療の高度化と人口の高齢化によって、わが国の国民医療費は急上昇
し、他すべての予算を差し置いて社会保障費だけは増加し続けた。もは
や限界は明らかだが、我々はほとんど無為無策の状態のようだ。みな口
を揃えて「無駄を省け」と言うが、残念なことにその「無駄」は他人の
無駄であり、自分の無駄は考えていない。というより、自分には無駄な
んてないと思っている。
　我々はずっと、コストを気にせず医療を行うというファンタジーの中
に生きてきた。現実の世界には、奇跡のような解決法はなく、救世主と
なるヒーローもいない。財務省の悪口を言えば事態が改善するのなら私
もそうするが、そうでなければ自分で考えるしかない。

【Zoom参加】
下のURLまたは右の二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。https://x.gd/1cA0

ゼロ
Q

国民皆保険65年、今までとこれから

参加費
無料


